
令和４年２月１０日 

～美ら島の未来を拓く～ 

沖 縄 総 合 事 務 局 

 

  新たなMaaSの実証事業として「沖縄スマートシフトプロジェクト」 

が始まります！ 

～交通とサービスが連携し、モビリティと観光資源をつなぎます～ 

 

国土交通省では、地域課題解決に資するMaaS（※１）のモデル構築を図る「日本版MaaS推進・

支援事業」（※２）として今年度１２地域を選定し、沖縄県からは「沖縄スマートシフトプロジ

ェクト」と「宮古島MaaS」の２件が採択されております。 

このうち、沖縄本島におけるMaaSの実証事業である「沖縄スマートシフトプロジェクト」（構

成員：第一交通産業（株）、那覇バス（株）、（株）琉球バス交通、第一マリンサービス（株）、那覇第一交

通（株）、オリオン第一交通（株）、沖縄第一交通（株）、（株）鏡原第一交通、（株）てだこ第一交通、（株）

美栄第一交通、那覇バスターミナル（株）、沖縄第一モータース（株）、沖縄トヨタグループ、損害保険ジ

ャパン（株）、（株）NTTドコモ九州支社、本部町）では、多様な交通モードと観光情報を連携・融合

したサービスが、令和４年２月１７日（木）より開始されます。 

本事業では、アプリにより、最適な移動手段を提示し、キャッシュレス化の推進や、観光情報・

混雑情報をリアルタイムで表示することにより、ポストコロナにおける公共交通の課題解決を目

指します。 

沖縄総合事務局では、本事業による支援を通して、公共交通の利用しやすい環境を整え、移動

の効率化・最適化を図っていきます。 

（※１）MaaS・・・“Mobility as a Service”の略。出発地から目的地までの移動ニーズに対し

て最適な移動手段をシームレスに１つのアプリで提供するなど、移動を単なる手段として

ではなく、利用者にとって一元的なサービスとして捉える概念。 

（※２）日本版MaaS 次なるステージへ！ 

～MaaS の社会実装に向けた意欲的な取組である１２事業を選定～ 

https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo12_hh_000232.html 

お問い合わせ先 

内閣府沖縄総合事務局運輸部企画室 担当（當眞、安慶田） 

電話：098-866-1812 

Mail：unyu-kikaku.j2a★ogb.cao.go.jp （★を@にしてください） 



 

（１）実施主体：沖縄スマートシフトコンソーシアム 

（事務局：第一交通産業（株）交通事業部 MaaS推進室）   

 

（２）サービス提供開始日：令和4年 2月 17日（木）～ 

 

（３）サービス提供エリア：本部町・那覇市・浦添市・豊見城市（順次追加） 

 

（４）目的：  

モビリティと観光資源をつなぐ 

目的地までのシームレスな移動を実現するだけでなく、行動変容を促し、地域経済の活性化に繋げます。 

すべての人に優しい社会を創る 

誰もが利用しやすく環境に優しい、利用者にとって価値のあるサービスの提供のため、関連する課題に真摯に向き合います。 

安心・安全・持続可能な社会へ 

利用者の健康促進と安心・安全な生活を両立するまちづくり・地域づくりを、交通サービスなどの連携を通じて支援します。 

 

（５）導入アプリ：「my route（マイルート）」 

福岡市、北九州市等でサービス展開中のMaaSアプリ。トヨタファイナンシャルサービス（株）

が開発・提供するマルチモーダルモビリティサービス。 

 

 

MaaS アプリ「my route」 



（６）事業概要： 

バスやタクシー、船舶、カーシェアなどの様々な交通サービスをシームレスに繋ぎ移動の効

率化・最適化を実現するとともに、交通サービスと非交通サービスを連携し、行動変容を促す

ためのサービスを順次展開。 

 

（７）提供サービス： 

・路線・定期観光バス、船舶、タクシー、レンタカー、カーシェア、レンタサイクル等の複合

経路検索機能の提供  

・タクシー・船舶・定期観光バスの予約機能 

・船舶や路線バスの運行情報・混雑率の連携 

・路線バス等のデジタルチケットの予約決済機能 

・空港⇔泊ふ頭(orバスターミナル)間および二次交通のアクセス向上 

・交通モードのEV導入 

・モタク（第一交通産業タクシー配車アプリ）との連携やサービスの事前予約など、ワンアプ

リで完結する簡易で便利な手続き手段の提供 

・イベントや観光情報の配信 

・デジタルチケットに飲食店や小売店、観光施設等のクーポンを付帯 

 

利用イメージ 

 


